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平成３０年９月６日 

  北 沢 総 合 支 所 

生 活 文 化 部 

保 健 福 祉 部 

高 齢 福 祉 部 

教 育 委 員 会 事 務 局 

 

松原まちづくりセンター基本構想の変更について 

（あんしんすこやかセンター・社会福祉協議会との一体整備、 

   松原小学校プール・新ＢＯＰ室、松原ふれあいの家との複合化） 

 

   

（付議の要旨） 

松原まちづくりセンターの松原小学校敷地内への移転整備について、平成２９年５月

に策定した基本構想の計画を変更したため、その概要を報告する。 

   

 

１．主旨 

松原まちづくりセンターの松原小学校敷地への移転整備について、平成２９年５月 

に策定した松原まちづくりセンター基本構想では、あんしんすこやかセンター・社会 

福祉協議会との一体整備、松原小学校体育館棟及びプール棟との複合化、計画建物へ 

の松原ふれあいの家の移転を計画としていたが、周辺環境への配慮をさらに行う必要 

があると判断し、複合施設棟の縮小等、複数案を検討してきた。 
検討の結果、学校運営上の問題を考慮し、体育館棟を複合化の対象から外すことと 
し、松原小学校新ＢＯＰを複合化する。 

  

２．経緯 

平成２８年１２月  松原まちづくりセンター整備方針策定 

平成２９年 ５月  松原まちづくりセンター基本構想策定 

平成２９年１１月  世田谷区街づくり条例に基づく建築構想届出 

平成２９年１２月～平成３０年１月  基本構想及び建築構想に係る説明会 

及び再説明会 

 

３．計画敷地の立地条件による計画の見直し 

  本計画の推進にあたり、世田谷区街づくり条例に基づく建築構想説明会を実施した 

ところ、参加者から日影の影響について、再検討の要請があった。 

日影規制について計画地の地盤面で規制がクリアできるように計画を策定したが、 

基本設計を進める中で、学校敷地周辺の住宅は学校敷地との高低差が大きい所があり、

考慮が必要と判断した。 
複数の案を検討し、学校運営上の問題も考慮し、建物計画全体を見直し、体育館棟 
については、複合化の対象から外すこととする。 

 
４．基本構想の主な変更点 
（１）プール棟との複合化 

まちづくりセンター・あんしんすこやかセンター・社会福祉協議会との一体整 

備は、小学校との導線を分け、北側道路面から各窓口へアクセスするよう、地下 
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階に配置する。 

１階部分（校庭面）にはまちづくりセンターの活動フロアとふれあいの家を配 

置し、２階部分にプールを配置（更衣室等一部１階）する。 

 

 （２）新ＢＯＰ室の複合化 

松原小学校は、中長期的に児童数が増加し、教室数が不足することが予測され 

ている。そのため、今計画にあわせて、現在校舎内にある新ＢＯＰ室を複合施設 

棟１階に配置し、校舎・体育館更新時に必要となる仮設校舎の抑制を図る。 

南側校舎１階の新ＢＯＰ室の後利用については将来需要にあわせ、普通教室へ 

改修を行うが、当面は倉庫等に活用する。 

現在、南校舎棟１階の教室と学校多目的棟を新ＢＯＰ室として使用しているが 

児童及び職員が各棟に分散している状況にある。新ＢＯＰの機能を複合施設棟に 

集約することにより、児童のさらなる安全確保や児童育成における丁寧な支援が 

可能となる。また、複合施設棟に新ＢＯＰが入ることにより地域との交流・連携 

事業を進め易くなる。 

 

 （３）渡り廊下、器具庫、トイレの整備 

 南校舎棟と体育館棟を結ぶ渡り廊下の屋根は、南校舎棟外部階段と必要な離隔距 

離が取れていないことから、適法化のため屋根の一部を撤去した。 

このままでは学校運営上支障があるため、建物構造上の安全性が明確でないこと 

が判明した学校多目的棟を撤去し、その跡地に渡り廊下を再設置する。 

また、体育館棟には器具庫及びトイレがなく、体育用具等はアリーナ内の壁際に 

保管しており、児童の安全な活動に支障があるため、渡り廊下の再設置に併せ器具 

庫及び屋外トイレを整備する。 

 

５．施設計画の概要 

（１）敷地概要 

① 所在地  世田谷区松原五丁目４３－２６ 

② 敷地面積 ９，５６８．６９㎡ 

③ 用途地域等 

第一種中高層住居専用地域、建ぺい率60％・容積率200％、 

45ｍ第２種高度地区 

 

（２）建物概要 

① 整備する施設 

（複合施設棟） 

・松原まちづくりセンター、松原あんしんすこやかセンター、 

 社会福祉協議会松原地区事務局 

・松原ふれあいの家 

・松原小学校プール（25ｍ×６コース） 

・松原小学校新ＢＯＰ室 

・松原小学校多目的室 

・松原小学校体育倉庫 

・避難所用防災倉庫 
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（渡り廊下等） 

 ・渡り廊下 

・体育館用器具庫 

・屋外トイレ 

② 建物規模 

延床面積：約１，５３０㎡ （変更前計画 ２，７５１㎡） 

※渡り廊下等 約１２０㎡含む 

 

６．概算経費 

（１）概算事業費 

  約１３．５億円  （変更前 １５．８億円） 

  内訳 

 変更前基本構想 変更後基本構想 

設計等委託費  約 １．０億円  約 １．２億円 ※２ 

増 築 費 

（内訳）建設工事費 

    解体工事費 

約１４．３億円 

   約１３．１億円 

   約 １．２億円 

約１１．３億円 

   約１０．７億円 

   約 ０．６億円 

改修工事費 ※１ 約 ０．５億円 約 １．０億円 

    ※１ 改修工事費は、校舎・体育館棟の既存適法化等の工事及び既存新ＢＯＰ 

室（２室）の普通教室化工事。  

    ※２ 設計等委託費の増は体育館の既存適法化等工事の設計及び増築棟の設計 

       変更に伴うもの。減額要素として計画規模縮小により工事監理費が減額。 

  （注） ○工事費には、外構整備にかかる経費（校庭整備も含む）は含んでいない。 

 

（２）施設維持管理費（想定） 

複合施設棟  約１２，９００千円/年 

※ 類似施設及び松原ふれあいの家からの試算による。なお、小学校については、

小中学校（一部除く）の過去３ヵ年決算額平均値（光熱費、修繕費、委託費）

の㎡単価からの試算。 

 

７．スケジュールの変更について 

 【当初スケジュール】 

   平成２９(2017)～３０年度(2018)     基本・実施設計  

   平成３０年(2018)１１月～        プール棟解体   

   平成３１(2019)～３３年度（2021）    改築工事・校庭整備    

   平成３２年度（2020）          複合施設開設、 

平成３３年度（2021）          学校多目的棟解体、渡り廊下等整備 

 

 【変更後スケジュール】（予定）  

平成３０年１０月下旬         基本構想変更説明会 

街づくり条例に伴う建築構想変更説明会 

平成３０(2018)～３１年度(2019)    基本・実施設計 

平成３１(2019)～平成３２年度（2020） プール棟解体 

平成３１年度（2019）         体育館棟改修（適法化工事） 
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 平成３２（2020）～３４年度（2022）   改築工事・校庭整備 

                     学校多目的棟解体、渡り廊下等整備 

                     南校舎棟内部改修 

   平成３３年度（2021）           複合施設開設 

 

８．体育館棟の整備 

  公共施設等総合管理計画等を踏まえ、改めて更新時期等を検討することとする。 
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